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慢性呼吸器疾患
看護認定看護師

COPD（慢性閉塞性肺疾患）、喘息、肺線維症などの
慢性呼吸器疾患患者さんは、日常生活動作に「息切れ」を
感じることで活動の幅が狭くなり、心身ともに苦痛を感
じている人もいます。そのような病気を抱えながら生涯
共存していかなければならないのが慢性呼吸器疾患であ
り、日常生活に様々な問題が発生することも予期しなけ
ればなりません。

慢性呼吸器疾患認定看護師の専門性は呼吸ケアであ
り、患者さんの呼吸困難を少しでも軽減させ、患者さん
と家族の不安や悩みなどの気持ちに寄り添いながら、そ
の人らしい生活が送れるよう支援していくことが私の役
割であると考えています。

私が慢性呼吸器疾患看護認定看護師の資格を取得して
約10ヵ月が経ちました。まず取り組んだのは誤嚥性肺
炎クリニカルパスの作成です。
高齢者の主な肺炎に飲み込む力が低下することによっ
て起こる誤嚥性肺炎があります。高齢者の多い浜田圏域
では、誤嚥性肺炎で入院する患者さんが今後増えていく
ことが予測されます。そこで、誤嚥性肺炎クリニカルパ
スを作成し、誤嚥性肺炎の治療に加え、さまざまな専門
職種が協働し、患者さんの回復能力を引き出し、誤嚥性
肺炎の早期改善、早期退院を目指した取り組みを行いま
した。看護実践では、痰を出す援助や呼吸が楽になる援
助を行い、それらが継続して行えるようスタッフへの指
導を行いました。

この10ヵ月間は病棟内での活動を中心にしていまし
たが、今後は、病院全体の患者さんや、外来通院中の患
者さんに対する呼吸ケアの実践を開始します。特に、通
院治療中の患者さんへ呼吸ケアを実践したいと考えてい
ます。

慢性呼吸器疾患は状態が悪くなったり良くなったりを
繰り返しながら、全体的な機能が次第に悪化していく病
気です。症状が改善し、また楽になったと思っても、健
康レベルの状態に戻ることはありません。慢性的な病気
を抱えながら悪化させないように生活するためには患者
さん自身の管理が必要です。自宅での生活状況を考えな
がら、できるだけ息切れを感じることなく生活できるよ
うな方法を考えていきたいと思います。
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青葉若葉のさわやかな風の吹く季節になりましたが、
皆様いかがお過ごしでしょうか。この度、研修医だよりを
担当させて頂きます研修医2年目の角尚紀と申します。ど
うぞよろしくお願い致します。
さて、私は鳥取大学医学部付属病院の研修医なので
すが、昨年の10月より浜田医療センターで研修をさせ
て頂いております。赴任当初より、慣れない土地でかつ
知識も経験も浅い私はご迷惑をおかけすることも多かっ
たのですが、上級医の先生方をはじめとして、多くの病
院スタッフの方々に温かくご指導頂き、様々な面で支え
て頂きながら毎日充実した研修をすることができていま
す。また浜田という土地での生活も楽しむことができて
います。
去年の4月に鳥取大学附属病院で私の医師1年目がス
タートしましたが、気付けば2年目を迎え、本当にあっと
いう間に過ぎた1年間でした。4月からは後輩研修医も入っ
てきました。今の自分は以前私が思い描いていたような
2年目とは程遠く、正直不安や焦りを感じることも多いの
ですが、日々の診療に対して十分な準備と反省を繰り返
しながら真摯に向き合っていくことがそういった不安を少
しずつ解消してくれると信じ日々奮闘しています。今は研
修医としてこれから多くの事を学んでいく立場であると同
時に、一人の医師として責任感のある仕事をさせて頂い
ていることに非常にやりがいを感じています。

当然悩んだりすることも多くあったり、妥協しそうになっ
たりすることもありますが、そういう時にはある先輩医師
に言われた言葉を思い出します。「実際に働き始めてから
の1、2年間の働く姿勢で、今後の君の働き方が決まって
くるという気持ちで研修をして下さい」という言葉です。そ
の先生からしてみれば何て事のない話だったと思うのです
が、もともと後でやればいいやという性格の人間である私
にとっては印象に残り常に心に留めるようにしています。
忙しい日々の中ではその時その時での学べる機会を逃す
と「後で」はやってこないことが多いため「後で」というのは
なるべく考えないように心掛けています。加えて、常に何
かを学ぼうとし続ける姿勢というのも医師としての仕事を
続けていく上でも生涯必要なことであり、今後も大事にし
ていきたいと思っています。日常診療でも、経験や知識
の豊富な上級医の先生方が他に何かできることはないか、
もっと良い方法はないかと、さらに高みを目指しているよ
うな姿を拝見する度に向上心の大切さを実感しています。
慌ただしく過ぎていく研修生活ではありますが、この期
間には自分の中で医師としての軸というものを定めていく
期間にもしたいとも思いながら研修をしています。
私の浜田での研修は残すところ数か月となってしまいま
したが、最後まで貪欲に学んでなるべく多くの事を吸収し
ていこうと思っています。今後も微力ではありますが浜田
での医療に貢献できるよう精一杯努力して参りますのでど
うぞよろしくお願いします。
最後になりますが拙い文章にお付き合い頂きありがとう
ございました。これから次第に暑い時期となりますが体調
を崩されませぬよう、皆様のご健康を心よりお祈り申し上
げます。
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